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研究論文

　　中国におけるプロ グ文化
一

統計的全体像 と事例研究
一

　　　　　　　　　　　 Weblog 　Culture　in　China

　　AStatistical　Survey　and 　a 　Case　Study

　　　　　　　　　　　　　　　　楊 韜 丁。。 YANG

　　　　　　　　　　名古 屋 大 学大 学院 国際 言 語 文化研究科

Graduate　SchDol　o ぜLanguages 　and 　Cultures，　Nagoya 　University

要 　 　旨

　 本 稿で は，中国 にお ける ブ囗 グ文化の 全体的状 況及 び，プロ グと既 存 メ デ ィ ア と の関 係を，統計デ
ー

タ と事例分析の

両 方を通 じて考察 した 。 2007 年末に，中 国の プ ロ グ利用 者数は，4698 ．2 万 人 にの ぼ っ た。 プロ グの 内容に つ い て，

個人の 感情や日常生活を記録するもの が 多い なか，社会現象などへ の主張を表すも の も少なくない 。 事例として，「紫禁

城ス ターバ ッ クス 事件」 を取 り上 げ，新興メ デ ィ ア と して の プ ロ グ と既存 メデ ィ ア の 関係を 検討 しうえ，中国にお け る

プ ロ グ の 特徴 を考 察 した。茵 成 剛 の プ ロ グ文 章 は．中国 伝 統 文化 の 保護 と外 国 商 業資 本 との 関 係 を め ぐ っ て 議 論 を 惹 き

起 こ した。外 国 メ デ ィ ア は，茜 成 剛の 主 張 と 中国 政 府の 姿 勢 が
一

致 してい る と強 調 して い る けれ ど も，『人 民 日報』 の 掲

載文か ら異 な る
一

面 が見 えたように．同 じ社会現象に対する プ ロ グ （個人）と既存 メディ ア （国家）の 間で ズ レ が生じた。
こ の よ うな ズ レが生 じた原因は個人に よる 発信 とい うブ 日 グの 本質的な 機能と中国の 特殊な メデ ィ ア 環境の両方 にあ る e

ま た，公人 ／私人 の 境界の 曖昧さ が 顕 蓍とな っ て い る 点は中 国の プ ロ グの一
特徴で あ る。最 後 に，中国の プロ グ に お け

る 「エ リートプロ グ」 の 主 導傾 向 と 「草 の 根 プ ロ グ」 の弱 体 化 とい う問題 点 に 注 目 した。

Abstract

Since　2002，　webbg 　has　developed　rapidly 　jn　China．　This　paper　investigates　webl   g じulture 　in　China　by　using 　statistics　from　CNNIC ．

And　the　author 　also　does　a　oase 　snldy 　about 　an 　article
“Starbucks　in　the　Forbiddenα tジ．　Rui　Cllenggang，　an 　anchonnan 　for　China

Centra【Television，　wrote 　an 　article 　entitled 　as
“Why 　Starbucks　Needs　to　Get　Ou しof 血e　Forbidden 　C託y？

”in　his　personal　blog．　The
Intemet じampaign 　and 　protest　persisted　fbr　several 　lnonths ，　and 　this　matter 　was 　also 　featured　on 　mass 　media ，　By 　analyzing 　news 　of

Chinese　and 　fbreign　mass 　media ，　the　a 臓 hor　R）und 　a　di『TeTence　ofvjew 　between　weblog 　and 　mass 　media ，　The 　ditTerence　is　caused 　by

the　lnternet　media 　poliey　in　China．　The　difficuhy　of　dividing　webloggers 　as　public　or　private　peoplc　also 　is　one 　of　thc　characteristics

ofweblog 　in　China，　At　lasちthe　autllor 　brought　up 　an 　ilnportant　questjon〔）fthe　gap　between　elite 　web ｝og 　and 　grassroots　weblog ．

1．は じめに

　プ ロ グ （blog ） と は，ウ ェ ブ ロ グ （webolg ＞ の 略称 で あ り，

中 国で は そ の 発 音 か ら 「博 客 」 と訳 され て い る。プ ロ グ は，個

人 の ネッ ト 日記 と して 1990 年代 に ア メ リカ で 出現 し，1999

年に フ リーサ ポ
ー

トソ フ トの 登 場 に よ っ て 著 し い 発 展 を 遂 げ

た。今日 に おい て ，そ の 社会 に 対
．
する 影響力は ます ます注 目さ

れ る よ うに な っ た。そ して プ ロ グに 関す る 研 究 も数 多 く現 れ た。

本稿 は，中 国 に お ける プ ロ グ文 化 の 全体 的状 況 及 び，プ ロ グ と

既 存 メ デ ィ ア との 関 係を 考察 す る もの で あ る。と りわ け，中 国

の メ デ ィ ア は 基 本 的 に 国 家の 支 配 下 に あ る とい う現 状 の なか

で ，個 人 に よ っ て 書 か れ る プ ロ グ は マ ス メ デ ィ ア と の 間 に ど の

よ うな 関 係 を もつ の か は 本 稿 の 注 目点 で あ る。

　本稿 の 構 成 は 次の 通 りで あ る。まず 第 二 節 に お い て，中 国 と

日本 で 発 表 され た 先行 研 究 につ い て 整 理 す る 。 第 三 節 で は ，中

国 に お ける プ ロ グ の 歴 史 と現状 を述 べ る 。 第四 節で は ，2007

年 に 起 きた 「紫 禁城 ス タ ーバ ッ ク ス 事 件」 を 具体 事例 と し て 取

り上 げ，そ の 経緯 及 び 中 国社 会 に与 え る影 響 を 述 べ る。第 五 節

で は，中 国国 内 メ デ ィ ア や 海外メ デ ィ ア の 「紫禁城ス タ
ーバ ッ

ク ス 事件 」 に 関 する 報 道 を述 べ ，新興メ デ ィ ア と して の プ ロ グ

と既 存 メ デ ィ ア の 関係 に 注 目す る。第六 節 で は ，「紫禁城 ス タ
ー

バ ッ ク ス 事 件 」 を通 して ，中国 に お け る プ ロ グ の 諸 問 題 を考 え

る。最 後に．全 体 内容 の ま とめ と今 後 の 課 題 展 望 を述 べ る。

2 ，先 行研 究

　中 国で の プ ロ グ に 関 す る研究 は，2003 年以 降に み られ る よ

うに な っ たが，そ の 数 は未 だ少 ない 。代表 的 な もの と して ，方

興東
Ll］
，張 雷 ・委 成武

lul
，胡春 陽

［3］
，余 偉 力 ・陳敏 力

［4］．雷聡
［5亅，

王 麗絹
・
丁 桃

L61
．劉津

L71
な ど の 各氏 に よ る 研 究 が 挙 げ られ る 。

方 興 東 に よ る 『博 客一 E 時代 的 盗火 者 』 は，中 国 国 内 で は じ

め て 出版 さ れ た プ ロ グ 関係 書 で あ る。その なかで ，方興 東 は ア

メ リ カ に お け る プ ロ グ の 発 展の 歴 史を紹介 し，中国 に お け る プ

ロ グの 将 来像 を展 望 した。胡春 陽 は，ア メ リ カ に お け る プ ロ グ

研 究 を概 説 して い る 。 張 雷，余偉 力，雷聡 な どは，主 に メ デ ィ

ァ と政治 の 関 係 とい う視 点 か ら政 治 討論 参 加 にお け る プ ロ グ の

もつ 価 値 を論 じて い る 、、王 麗絹 や 劉津は，主 に ハ
ーバ ー

マ ス の

「公共圏理 論」 を応 用 し，イ ン ターネ ッ ト空 間 にお ける 公共 性
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を論 じ て い る。特 に，劉津の 薄 客伝播』 は，そ の 博十 論文 を

ベ ー
ス に し て 書か れ た もの で あ り，筆者が 知 る 限 り中 国 国 内 で

の 初め て の プ ロ グ に 関する 学術書 で ある 。

　
一

方 凵本 で は ，中国 の イ ン タ
ー

ネ ッ ト掲 示 板 に お け る 反 日 ・

対 口感情 に 関す る研 究
［s］

は 多 く見 られ る が ，プ ロ グ に 限 っ て 論

じた もの は ほ とん ど見 られ な い 。 こ れ らの 研究の 多くは，イ ン

タ
ーネ ッ ト上 の 掲 示 板 （BBS ）に お け る 反 日言 説や 中 国 政 府 に

よる イ ン タ
ーネ ッ ト規制 状 況 を主 た る研 究 対 象 と して い る。確

か に プ ロ グ と イ ン ターネ ッ ト掲 示 板 （BBS ） に は，類 似 性 が

見 られ る。し か し，筆者 は こ の 二 つ を区別 して 論 じ る べ きだ と

考 える。なぜ な ら，両 者 には そ れぞ れ の 特徴 が あ るか らで あ る。

例 えば，プ ロ グ はそ の 開設 者 で あ る グ ロ ガ ーが 更新 停 止 す る ま

で ，長期 間 にわ た り同 じ入が 書き続 け る 。 そ の た め．後に も言

及 す る よ うに，プ ロ グ に お い て 公 開 され る個 人 情報 に は 信憑 性

が あ る 。 ま た た とえ匿 名の プ ロ グ で も．継続的 な書 き込み か ら

その 性格や
一

貫 した意見主張 を読み 取 る こ とが 可能で あ る 。 山

下 清 美 な どは，ウ ェ ブ ロ グ は 持 続 性 の あ る個 人 と して の 存在 を

記 録す る場 で あ る と言い ，「同 じ名前 で 継続 して サ イ トに 記録

を積 み 重 ね て い く行 為 は，そ の 人 の 人 とな りや 人 と して の 存 在

感 を生 み 出 す。プロ グ の 持 つ 情 報 の 信頼 性 の 根 本 は，こ の 継 続

性 に あ る 」 と述 べ ．「実 名 で 書 か れ る ウ ェ ブ ロ グ が，そ の 人 の

社会 的立 場 や実 績 に よ っ て 信頼 性 を得 る こ と も確 か だ が，そ れ

は 実名だ か ら とい うだ けで は なく，人 の 存在の 継続性に ある と

考 え る こ とが で きる 」 と指摘 して い る
191。従 っ て ，そ の 時 々 で

様 々 な人 々 が 書 き込む イ ン タ
ー

ネ ッ ト掲示 板 よ り．プ ロ グ の 方

が 信頼 度 は高 い と考え られ るの で はな い か。

3．申国にお け る ブ囗 グの 歴 史と現状

　 まず は 中 国 に お け る プ ロ グ の 歴 史 と 現 状 を整 理 して お く。

こ こ で デ ータ と し て 利 用 す る の は，中 国 互 聯 網 絡 信 息 中 心

（CNNIC ） に よ る 報告 書
【IOI

で あ る。2009 年 1 月 に公 表 され た

中 国 の イ ン タ
ー

ネ ッ ト現 状 に 関 す る 最 新報告 『第 23 圓 中 国 イ

ン タ
ーネ ッ ト発 展 状 況 統計 報告』 に よ る と，2008 年宋 峙点 の

中 国の イ ン タ
ーネ ッ ト利用者数 は 2，98 億 入，全 国 の 人 口 普及

率 は 22，6％ と なっ て い る。但 し，こ れ は 1
．i，i 岡全 体 の 数 値 で あ り，

上 海 な どの 大都 市 に お け る イ ン タ
ーネ ッ トの 利 用 ・普 及状 況 は

さ らに 高 い 。例 え ば，上 記 CNNIC の 報 告 書 に よる と．2008

年末 時 点 の 上 海 の イ ン タ
ーネ ッ ト利 用 者 は 1110万 人 で あ り，

人［ 普 及率 は 59 ．7％ に達 して い る。

　 こ の よ うな イ ン タ
ー

ネッ ト利 用 状況 の 中 で，プ ロ グ の 状況 は

どの よ うな もの で あろ うか。や や 古い が ，こ こ で は CNNIC が

2007 年 12 月 に 公 表 し た 『2007 年中 国 プ ロ グ 市場調 査 報告』

を 用 い て ，中国 に お け る プ ロ グ利 用 の 状 況 を 見て み よ う。

　 プ ロ グ は ，2002 年 に 方興 東の 紹介で 中国 に 流入 した 。 「中 国

プ ロ グ の 父 1 と呼 ば れ た方 興 東 は，2002 年 8 月 に 中 国最 初 の

プ ロ グ サ イ ト 「博 客 中 国 」 （www ．blogchina．com ） 開 設 した。

そ の 後，「博 客 中 国 」 の お け る 個 人 の 性 行 為 を書 き 綴 る 目記 が

注 目さ れ，プ ロ グ とい う新 しい イ ン タ
ーネ ッ トサ

ービ ス が 普 及

し始 め た。「博 客 中 国 」 の ほ か に，新 浪 （www ．sina ．com ＞・捜

巾国に おける プロ グ文化 　45

狐 （www80hu ．com ）
・
網易 （www ．163．com ） な どの 中 国代表

的 な ボ
ー

タ ル サ イ トに よ る プ ロ グ サ
ー

ビ ス の 提 供 も開 始 し た。

『2007 年中国 プ ロ グ 市場調査報告』に よる と．2007 年末時点で，

イ ン タ
ー

ネ ッ ト利 用者 全 体 の 26 ．1％ は プ ロ グ 利用 者 で あ り，そ

こ か ら推 計 す る と 中 国の プ ロ グ 利用 者数 は，4698 ．2 万 人 に の ぼ

る 。 そ の 中で ，頻繁 に 自分の プ ロ グ を更新す る 人，い わ ゆ る 「活

発 的 プ ロ ガ
ー1 は 全体の 36％ を 占め ，1691 ．3 万 人 とな る。

図 12002 − 2007 年 「活 発 的 プ ロ ガ
ー」 人 数 の 推 移

　 　 〔出所 ： 『2007 年屮国 プ ロ グ市場 調査報 告1、CNNIC ）

　  
一2007年 の 五 年間で ，「活発的 プロ ガー」 は持続的 に増加 し

て い るが，プ ロ グの 普及拡大と と もに，その 増加 率は 降下 して い る。

　　図 2 　プ ロ グ を始 め よ うと した 動 機

（出所 　 「2007 年 中 国ブ ロ グ市場 調査 報告 ⊥，CNNIC ）

　33％ の 人 が 「自分 の気持ちを記録す る た め ⊥28％ の 人 が 「他

人 の ま ね を し て 」，16％ の 人 が 「自分 の 写真 や 文字資料を イ ン

タ
ーネ ッ ト上 で 保 存 す る た め 」 に プ ロ グ を始 め て お り，「自分

の 意 見 を伝 え るた め」 と答 えた 人 は 12％ で あ っ た。

　 　 　 　 図 3 　プ ロ グの 更 新頻 度

〔出所 ： 「2007 年中国プ ロ グ市場調査 報告』，CNNIC ）
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週一回 の ペ ー
ス で プロ グ を更新する 人が 最も多い が，毎 日

一
回

以上 更新 す る 人 も 4％ い る。

　 　 　 11％−

　　　
2％ 1

　 　 2％

　　4％ III

　 　 　 Il

　
5％
噛
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IIIII
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… IIII
　I

16弥 　20％ 31％
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i
圏 臥 気持ちの 講

1
1・個姓 活の ：Lt　 I

I

…□ 趣 味につ いて

1

細 感情につ いて

■ 笑い 話

…圜 書 評・映画 評論 など1

…■ 小 説
・
エ ッ セイな ど

膕 社 会 時 論

■ 旅行 記

圈 学術研 究

ヨ
ロ ー

般知識
…

圉 日常生 活情報

■ 他 人 へ 資源 ・技術 を

　 求 める

■ 経済 惰報分析

i
層 その 他

　　 図 6　プ ロ グ で 公 開 する個 人 情報
（出所 ：『20D7 年 中国 プロ グ市場調 査報告』，　 CNMC ｝

％8

％

　

9

10％

19％

t2％

68％

．團 知 り合い の プログ

圃 芸能人 ・
アス リ

ートの

　プロ グ

ロ 学者・専門家 のプログ

ロ 成功したビジネス マ ン

　 ／ウ
ー

マ ン の プロ グ

蟹 イン タ
ー

ネッ

　 の人物

圏 目下 の注 目

　 ロ グ

團 その 他

　　 　 図 7 　閲覧 す る プ ロ グの 類 型

〔出所 ： 『2007 年 中国 プロ グ
．
市場調査 報告』，CNNIC ）

　　 　　　　図 4 プ ロ グ の 内容

〔出所 ： 『2007 年 中 国 プ ロ グ
．
市場 調 査報告 』，CNNIC ）

プ ロ グの 内 容 は様 々 で あ る が，「個 人 の 気持 ち」や 「日々 の 生

活」 を記 録 す る もの が 最 も多い 。ほ か に も，「書評や 映 画評 論

社 会 時論 」 の よ うな 「社 会 へ の 発信 す る」 内容 はあ る。

図 5　プ ロ グ で 個 人 情報 を公 開す る 1公 開 し な い

　（出所　『2007 年中国プ ロ グ 市場調査報告』，CNNIC ）

80％ の プ ロ グ 利 用 者 は，自分 の プ ロ グで 個 人 情 報 を公 開 して

い る。こ の 高 い 比 率は ，プ ロ グ利 用 者 が 自身の 主 張 に 対 す る
一

定 の 責 任 感 の 表 明 か も しれ ない 。こ れ も，プ ロ グ が イ ン タ
ーネ ッ

ト掲示板 よ り信頼度が高 い 理 由だ と 考 え られ る 。 性 別 や 本名 な

どの 個 人 情報 は大 い に 公 開 され て い る が ，電 話番号や 住所 な ど

重要 な個人情報の 公 開 に 関 して は慎 重 で あ る。

　68％ の 人 が 自分 の 知 り合 い の プ ロ グ を，19％ の 人 が 芸 能 人

や 有名 な ア ス リ
ー

トの プ ロ グ を閲覧 して い る 。 こ の 二 種類 は 現

在 中 国 で 最 も閲覧 さ れ て い る プ ロ グ で あ る 6 ほ か に，10％ の

人 が 学者 や 専 門 家 の プ ロ グ，そ して 9％ の 人 が 成功 し た ビ ジ ネ

ス マ ン 1ウーマ ン の プ ロ グ に 書 かれ た情報 を参考 し て い る 。

　　　 図 8　利 用 す るプ ロ グ の 機 能

（出所 ：『2007 年中 国プ ロ グ 市場 調査報告 』．CNNIC ）

　 コ メ ン トす る 機 能 を利 用 す る 人 は 57％ で ．最 も多 い 。続 い

て 43 ％ の 人 が 討 論，32％ の 人 が保 存 な ど の 機 能 を利 用 し て い

る。全 く利用 し な い 人が 16％ に と ど ま っ て い る 。

　　 最 近 で は，携 帯電 話 に よ る イ ン ターネ ッ ト接続 サ
ービ ス の

普 及 と と もに，Twitter を代表 と す る 「ミ ニ プ ロ グ 」 （中国 語

で は 「微 博 客 」 と呼 ん で い る ）が 中 国で も人 気が 高 ま っ て い る 。

「ミ ニ プ ロ グ 」の 利 用 状況 に つ い て まだ具 体 的 な統 計 デ
ー

タ が
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ない が，今後の 発展 に注 目すべ きで あろ う。

　以 上 は，中 国互 聯網絡信息中心 （CNNIC ）に よ る 報 告 書 の デー

ターを用い て，中 国 にお け るプ ロ グ文化 の 現 状 をま とめ た。し

か し，プ ロ グ と既 存 メ デ ィ ア の 関係 を見 る に は．よ り具体 的 な

考 察が 必 要 で あ ろ う。以 下 で は，2007 年 に起 きた 「紫 禁 城 ス ター

バ ッ ク ス 事件」を取 り上 げ，そ の 経 緯 及 び 既 存メ デ ィ ア の 報 道

内容 を分析 し，プ ロ グ と既存 メ デ ィ ァ の 関係 を考察す る 。

4，事例研究 ：紫禁城ス ターバ ッ クス 事件

　「紫 禁 城 ス タ
ーバ ッ ク ス 事 件 」 の 発 端 は，中 国 中央テ レ ビ

（CCTV ） の ア ナ ウ ン サーで あ る 茵 成 剛氏 が 白身の プ ロ グ で 発

表 した文 章で あ っ た。2007 年 1 月 12 日，茜成 剛 は北 京 に あ

る世 界遺産紫禁城 の 中の 米 コ
ー

ヒ ーチ ェ
ー

ン 大 手 ス タ
ーバ ッ ク

ス の 店 舗 に つ い て ，「ス ターバ ッ ク ス は 故 宮 か らお 引 取 り願 お

う」 とい う文章 を 自分 の プ ロ グ で 発 表 した 。 こ の 文 章は，多 く

の イ ン タ
ーネ ッ ト利用 者の 間で，議論 を惹き起 こ した 。そ の 後

も，茵 成 剛氏 は こ の 話題 に 関する 文章を次 々 に 自分 の プ ロ グ で

発 表 した。そ の 発表 日，タ イ トル ，イ ン タ
ーネ ッ ト利用 ：者の 閲

覧 回 数 と コ メ ン ト数 〔2009 年 7 月 8 ロ現在） を次 の よ うに ま

と め た。

表 1 「紫禁城 ス ターバ ッ クス 事 件 」 に関 す る茜 成 剛 の 文章

　 　 　 　 　 （出所 ： 茜成剛 プ ロ グ に基 づ き，筆者作 成）

発 表 冖 文 章タ イ トル
閲覧回

数

コ メ

ン ト

数

2007 年 1 月 12 日
ス タ

ーバ ッ ク ス は 故宮か ら

お 引取 り願 お う
6032702998

2007 年 1 月 14 日 ス タ
ーバ ッ クス CEO の 返 事 73165699

2007 年 1 月 17 日
ス ターバ ッ ク ス の ロ ゴ マ ー
ク を外 した。

79396807

2007 年 1 月 17 日
ス タ

ーバ
ッ ク ス 事 件 に 関す

る
一時間の 弁論

11046128

2007年 1月 19 日
ス タ

ーバ ッ ク ス 事件 に 関す

る 私 見 の 虫 と め
873591024

2〔｝07 年 1 月 2（，日 和 諧が道で ある 8999247

こ の 一連 の 文章 に対 して ，イ ン ターネ ッ ト利 用者 か ら どの よ う

な コ メ ン トが寄 せ られ たか。イ ン ターネ ッ ト利用 者 の 反 応 を分

析する 前 に，茜成剛氏 の 主 な 主張 に つ い て 簡単に紹介す る 必要

が あ る だ ろ う。彼 が 1 月 12 日 に 書 い た 文 章 「ス ターバ ッ クス

は 故宮か らお 引取り願 お う」 の 要点は 次の よ うなもの で ある 。

「（ス タ
ーバ ッ クス は）紫禁 城 の 付近 で 営業す る な ら良い だ ろ う

が ，紫 禁 城 の 中 で 営 業 す る の は，紫禁 城 の 風 景 の
一

部 とな り，

実 に 相 応 し くない 。こ れ は 　グ ロ ーバ ル 化 で は な く　 中国文 匕

を 侵 蝕す る だ けだ 。
…　 実は 私 は ス タ

ーバ ッ ク ス に対 して 何

の 反 感 もな い 。ス タ
ーバ ッ ク ス の 中 国で の 成功 を析る が，早急

に 紫 禁 城 か らお 引取 り願 う。」 （下線 は 第 五 節 に お け る 説 明 の た

め．筆者 が つ けた もの で あ る。） こ の よ うな 主 張 に 対 して，イ

ン タ
ーネ ッ ト利 用者 は，どの よ うな 反応 を示 したの か。こ の 事

件 に つ い て ，「新 浪網 」 に お い て 次 の よ うな ネ ッ ト調 査 が行 わ

れ た 。そ の 結 果 は，以 下 の よ うに な っ て い る。
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圏 ス タ
ーバ ックス は紫禁

　 城か ら撤退すべ

蟹
1

図 8 「ス タ
ー

バ ッ クス は紫 禁城 か ら撤 退 すべ きか」 に つ い て の

　 　 　 イ ン タ
ーネ ッ ト調 査 結 果

〔出所 ：httP；tlsurvey．nmsSina ．oomcnNobEresult ，lihpfpid≡140932009 年7月8目現在）

　 こ の 文 章 に対 して 寄せ られ た コ メ ン トは全 部で 2998 件 に の

ぼ り，そ の 期 間 は 発 表 Erか ら 2009 年 7 月 3 日 まで の 二 年以

上 に 及 ん で い る。ま た，発表 か ら 24 時 間 以 内 の 状 況 に つ い て

は ，文 章が 発 表 さ れ た 2007 年 1 月 12H の 午 前 1 時 27 分 か

ら，翌 1 月 13 日の 午前 1 時 27 分 まで に．合 計 455 本 の コ メ

ン トが 寄せ ら れ て い る 。 その な か で ，丙成 剛 の 主 張 に対 して は っ

き りと賛成 の 立 場 を示 し て い る もの は 213 本 で あ り，全体 の

46．8％ を 占め る。残 りの 53．2％ の コ メ ン トの 中 で，一
部 こ の

事件 と関係 の ない コ メ ン トを 除 けば，多 く見 られ る の は 「ス タ
ー

バ ッ ク ス 側 よ り．そ の 営業を許可 した紫禁城の 管理 層に 問題が

あ る で は ない か」 とい う意見 で あ っ た。

5 ．紫禁城 ス ターバ ッ クス 事件 に関す る既存メ デ ィ ア の 報道

5 ．1　 中 国 の マ ス メ デ ィ ア に よ る報 道

　茜成 剛 の 文章は 彼の プ ロ グ上 で 公 開 され た 後，中 国各地 の マ

ス メ デ ィ ァ に も取 り上 げ られ た
剛

。 茵成剛 が書 い た 「ス タ
ー

バ ッ

ク ス は 故宮か ら お 引 取 り願 お う」 に は，実 は 二 つ の バ ー
ジ ョ ン

が あ っ た。なぜ な ら，彼 は 同 時 に 二 つ の プ ロ グ を書 い て い た た

めで あ る。茜成 剛 は CCTV の ア ナ ウ ンサ
ーと して ，「CCTV 博

客 （hしtp ：〃tblog．cctv ．comt ）」 を利 用 す る と同 時に，「新浪博 客

｛http：〃blog．sina ．com ．cn ！）」に も文 章 を公 開 して い る。こ の バ ー

ジ ョ ン を，「CCTV 博 客 」 バ ージ ョ ン と比 較 して み る と，い く

つ か の 表現 に 相 違点が み られ る 。例 えば 最 も目立 つ 違 い と して，

「こ れ は 　 グ U 一ハ ル 匕で は な く　 　 玉 文 化 を侵 蝕 す る だ け だ 」

とい う部分 は，「CCTv 博客」バ ー
ジ ョ ン で は 「これ は　グ ロ ー

バ ル 匕で は な　　 国文 化を　躙す る だ け だ」とな っ て い る 。 「新

浪博 客 」 バ ージ ョ ン の 言 葉遣 い は明 らか に 「CCTV 博客」バ ー

ジ ョ ン よ り慎 重 で あ り，「蹂躙 」 か ら 「侵 蝕 」 へ と よ り緩 和 さ

れ た 表現 が 使用 され て い る。

　そ し て ，茵成剛が プ ロ グ で 「ス タ
ー

バ ッ ク ス は 故宮 か ら お引

取 り願 お う」 を公 開 し た
一週 問後，『人 民 日 報』 に もほ ぼ 同 じ

文 章 が 掲 載 され た。しか し，こ の 「人 民 日報 』バ ージ ョ ン の な

か で は ，上 記の 「こ れ は 　 グ ロ
ー

バ ル 化で は な く　 中国 文 匕を

W W 」 とい う部 分 は完 全 に 削 除 さ れ た。こ の 点 に つ

い て ．茜成 剛 は 翌 日に 書 い た 「和 諧 が 道 で あ る 」 の な か で ，「今

日，『人民 日報』 に （私の ）修正 さ れ た 文章が 掲 載 さ れ た 。 編

集 者 が 私 の プ ロ グ記 事 に注 目 し，表現 を手直 して くれ た こ とに
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対 し感謝する」 と述べ て い る 。

5，2　外国マ ス メデ ィア による報道

　一
方，外 国 メ デ ィ ア も こ の 事 件 に 関 して 報 道 した

［121［13］［14］。

注 目 し た い の は，茵 成 剛 に 対 す る 外 国 メ デ ィ ア の 呼 び方 で あ る。

表 2 で 示 した ように，複 数 の 外 国 メ デ ィ ア が茵 成 剛 の 中央 テ レ

ビ ァ ナ ウ ン サーと い う肩 書 きを紹 介 してい る 。 特 に，Chieago

Tteibuneや The ’l　imes 及 び BBC 　News は，「state 」 とい う表

現 を 使 い ，丙 成 剛 と 国家 の 関係 を 強調 して い る。2007 年 1 月

19 囗の Wall　Street　Journal 言己事 には ，「茵成剛が 個人の プ ロ

グ で 自分の 意 見 を発 表 し たが，中国中央 テ レ ビ の ア ナ ウ ン サー

と し て．彼 は 中国 政府 の た め に 仕 事 を し て い る」 と書 か れ て い

る。ま た．2007 年 1月 28 囗の Chicago　Tribune記 事 に は，「彼（茵

成 剛 〉 は反逆 者 で は な い 。彼 の 国家 テ レ ビ局 で の ポ ジシ ョ ン か

ら，彼が 伝 える メ ッ セ ージ は 中国 政府 の 考 え に 近 い 」 と書 か れ

て い る 。

表 2 各国 メデ ィ ア の 丙 成剛へ の 言 及 の 仕方

（出 所 ：各国メ デ ィ ア 記事資料 に 基 づ き ，筆者作 成 ）

Los 　AngelesTimesApopular 　Chinese　TV 　personality

Financial　Time5ATV
　presenter！

ATV 　a 皿chorman

Chicago　TribuneA
鐘 …t弓1evision　llcwscaster ／

AChinese 　state 　televisiQn　anchor 〆

Arecogniz油 Le　face　Qn 　state　television

The　Times
An 　anchonna 皿 on 　CCTV9 ／

an 　Eng艮ish亙angu 且ge　s重ate 　television

cha 口ne 正

Wa11 　Street　Journa1The
　29−year−01d 　TV 　news 　anchor ！

An 　anchor 負）r　China　Central　Television

BBC 　News AChina 塑 £ TV 　personaljty

朝 日新聞 中国中央テ レ ビ の ア ナ ウン サ
ー

諸 外 国 メ デ ィ ア は，丙 成 剛 の 主 張 と 巾国 政府 の 姿 勢 が一致 して

い る と強調 して い る。す で に分 析 した よ うに，茵 成 剛 の プ ロ グ

文章 は，『人民 目報』で 掲 載 され た 際に
一

部過激 な表現 が 削除

さ れ て い る。こ の こ と か ら，巾国 政 府 の 代 弁者 と言 え る 『人 民

日報 1 が ，こ の 問 題に 対 して い か に 慎重で あ っ た か とい うこ と

が うか が わ れ る。また，茵成剛 の プ ロ グ記 事が公 開 され た一週

間後 に 『人民 日 報』 に 転 載 され た とい う時 間 差 に も注 目すべ き

で あ ろ う。こ の 間 の 諸外 国 メ デ ィ ア の 報 道 を受 けて ．『人民 口報』

が
一

部改変 し た 文章 を新聞 に 掲載 し た か も し れ な い
。 ゆ えに ，

茜 成 剛 の 窯張 と中 国政 府 の 姿 勢 が一致 して い る と は言 い 難 く，

む しろ 中国 政府 は こ の 事件 が 国民 の 外 国 資本 へ の 反発 をエ ス カ

レ ー
トさ せ な い よ う に気 を 配 っ て い る の で あ る。こ れ は，同 じ

社 会現 象 に対 す る プ ロ グ （個 人） と既 存 メ デ ィ ア （国家）の 間

で 生 じ た ズ レ と も言 え よ う。

　 で は ，こ の よ うなズ レ が どうし て 生 まれ た の か 。そ して こ の

事 件 か ら，現段 階 中国 の プ ロ グ に見 られ る 問 題 （特 微 ） をい く

つ か の 側 面か ら さ ら に 検討 し て み た い
。 こ の 検討 を通 して ，さ

ら にプ ロ グ を申 国近 現 代 メ デ ィ ァ 史 とい う よ り長 い パ ース ペ ク

テ ィ プ の なか に 置き，その 位置づ けを考 えた い 。

6 ，紫禁城ス ターバ ッ クス 事件か ら考え る ブ囗 グの 諸問題

6 ，1 個人 発信 o メ ディ ア規 制

　周 知 の よ うに ，プ ロ グ は そ れ ぞ れ 個 人 が 日々 の 感想 な ど を

記 録 す る こ と を中心 機 能 と して い る メ デ ィ アで あ る 。 こ れ まで

あ っ た 新聞や雑誌な どに寄せ る投書 とい う個人発信型 メ デ ィ ア

と 同 じ本質を 持つ 。た だ，新聞 な ど の 投書欄 と違 っ て ，イ ン タ
ー

ネ ッ ト、F．の プ ロ グ は ，編集側 に よ る 取捨選択が ない た め，よ り

完 成 した個 人発 信型 メ デ ィ ア とい え よ う。しか し中国 で は，す

べ て の メ デ ィ ア は国 の 管 理 下 に あ る。イ ン タ
ーネ ッ ト上 の プ ロ

グ開設 は 自由 で あ るが，その 発 信す る 内容は 国家 に よ っ て 管理

され る。確 か に 近 年，「孫 志 剛事 件 」
圖

な どか ら見 られ る よ うに．

巾国 で は 「イ ン タ
ー

ネ ッ トが既 存 の マ ス メ デ ィ ア と連 動す る形

で ，世 論 形 成 の 役割 を 果 た した だ け で は な く，そ の 影響 を
一

層

増幅 させ た 」
T16］

。 しか し．プ ロ グ の 発信 な ど．イ ン タ
ー

ネッ ト

．Lの 言説 は 既 存メ デ ィ ア に よ っ て 転載 され る 際 に ，場 合に よ っ

て ，国家 或 い は 政府 の 都合 に よ っ て 変 わ る こ とが あ る。本稿で

取 り上 げた 「紫禁城 ス タ
ーバ ッ ク ス 事件」 は，グ ロ

ーバ ル 化時

代 の 外 国商 業 文 化 と中国伝 統 文化 保 護 をめ ぐる 議論 で あ る 。こ

の 話 題 そ の もの は．中国 イン タ
ーネ ッ ト上 に お い て よ くあ る 「ナ

シ ョ ナ リズ ム 高揚 」言 説 の
一

つ で あ る。しか し，中 国政 府の 本

音は，こ の 事件 に よ っ て 中 国 の 外交政 策 （特 に ア メ リカ と の 貿

易 関係 ）に 害 を もた ら す こ と を避 けた い とい うと こ ろ で あ ろ う。

ゆ えに ，茵成剛の プ ロ グ 文章は，「人民 日報』で 掲 載 され た 際

に
一

部過激 な 表現が 削除 さ れ た 。 中国 政府に と っ て ，「反 日
・

反 米」 な どの 国内世 論を時 に 誘導 し，時 に 抑え る こ とは 国 内外

に お か れ る 政治状 況 に よ っ て ，国の 政策 を調整す る 都合 の い い

ッ
ー

ル とな っ て い る。したが っ て，同 じ社会 現象が プ ロ グ な ど

の イ ン ターネ ッ トメ デ ィ ア と，新聞 や テ レ ビ な ど既 存 メ デ ィ ア

に お い て 異 なる 報 道，い わ ゆ る．ズ レ が生 じる の は 必 然 で あ る。

す なわ ち，「紫 禁城 ス ターバ ッ クス 事件」か ら見 られ た プ ロ グ （個

人） と既 存 メ デ ィ ア （国 家）の 間 の ズ レ が 生 じた 原 因は 個 人 に

よ る 発信 とい うプ ロ グ の 本質的 な機能 と 中 国の 特殊 なメ デ ィ ア

環境の 両方 に あ る 。

6、2　 公 人⇔ 私 人

　本稿 で 取 り上 げ た 「紫 禁 城 ス ターバ ッ ク ス 事件」 は，茵成

剛 と い う中央 テ レ ビ ア ナ ウ ン サ ーの プ ロ グ発言 に よる もの で あ

る。しか しこ こ で ，丙成 剛 を諸 外国 メデ ィ ア の よ うに，公 入 と

して の み み る の は適切 で あ ろ うか 。

　中 国の 社会学者 費孝 通 （1910
−2005）は，中国社会 の 特 質 を 「差

序格局 」
Fn］

とい う概念 を用 い ，中国で は 西洋 と異 な り，「国 家対

社 会」 とい っ た二 元 的対 抗 関係 に お い て 必 ず し も理．解 で きる わ

けで は な い と言 う、，こ の よ うな 社 会構 造 が 生 ま れ る最 大 の 原 閃

に つ い て，中村元哉は，公 1私 の 区別が 西洋社会の よ うに 明確に

で きない と い う点 に尽 きる と主 張す る。つ ま り，「中国社会 の 公 ・

私 関係 は，個 人 の お か れ て い る 環 境 や状 況 に応 じて 絶 えず伸 縮

自在 に変 化 し，西 洋 社 会 （や ［本 社 会） の よ うに 「こ こ ま で が
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私 的領 域 で ，こ こ か らが 公 的領 域 だ」 と い う よ うに 固定 的 に捉

える こ とが基 本 的 に で きな い 」
1⊥81

とい うこ とで あ る。こ tしは，古

代 以 来 il 「国の 知識 人層 が 儒 教信仰主 義の 「士紳」が 中心 と して

占め て い た こ とに も関連が あ る。「：ft紳」の 公共 的行 為 に お い て，

血 縁 と 地縁 が何 よ りも重 要 な影響 要素 と な る。こ の 影響 もあ っ

て，中 国社 会に お い て個 人 的 権利 や 個 人財 産 よ り，まず地 方 や

団体 利 益 の 保 護 を 優 先 させ る 傾 向が あ る。こ の 傾 向 は，公 1私

の 曖昧 さ を もた ら す。現 在で も，こ の よ うな 特 質 を もつ 中 国 に

おい て，個人発信型 メデ ィ ア と呼ばれ る プ ロ グ の 持主 に 対 して ，

公 人 1私 人 の 明確な 区分 は 難 しい 。茵成剛 が 自分 の 〔し か も複 数

の ） プ ロ グ で 発 言す る場 合，そ の ネ ッ ト上 の 行為自体 は
一
私人

に よ る もの で あ る。しか し，同 時 に 彼が 中央 テ レ ビ 局の ア ナ ウ

ン サーだ とい う理 由 か ら，彼 を常 に 政 府代 弁 者 の 公 人 と して 見

る 人 も多 い 。1コ本 や 他 の 国 に おい て も，こ の よ うな公 人 1私 人

の 境 界が 瞹昧 で あ る ケース が あ る と思 うが，中 国 に お い て さ ら

に 顕著 とな っ て い る点は 申国の プ ロ グの
一

特 徴 で あ る 。

63 　「精英博客」⇔ 「草根博客」

　「紫 禁 城 ス タ
ーバ ッ ク ス 事件」 は プ ロ グ 言説 を め ぐる 社会

現 象 だ が ，こ の 種 の 現 象は プ ロ グ だ け で な く，サ イ ト閲覧 や

BBS 掲 示 板 投 稿 な ど の イ ン タ ーネ ッ ト全 体 状 況の なか で 考 え

なけ れ ば な らな い 、、2000 年 以 降 の 中 国 の イ ン タ
ーネ ッ ト状況

を調査 した Y ，〕ngnian 　Zheng は，現段 階 に お い て イ ン タ
ーネ ッ

トを ベ ー
ス とす る 行 為 に は 限界 が あ る と指 摘 し．イ ン タ

ーネ ッ

ト上 の 言 論 行為 は 「政 治 的 自由主 義 を促 進 で きるが，政治 体 制

の 民主化 を誘発す る こ とが で きな い 」
Ugl

と述べ て い る。しか し，

そ の 理 出 に つ い て Zheng は 言 及 し て い な v  筆 者 の 考 え に よ

れ ば，そ の 最 も本質な原因は，・．一
部の 「エ リ

ー
トプ ロ グ 」（中

国 語 で は 「精英 博 客 」 と呼 ばれ て い る ） に よる 主導傾向 と 「草

の 根 プ ロ グ 」 （中国 語 で は 「草 根 博客 」 と呼 ば れ て い る ） の 弱

体 化 に あ る。こ こ で の 「エ リートプロ グ」 と は，身分や 杜会地

位，教 育 レベ ル な どよ り，む しろ 社 会 に お け る 発言 力 が 強 い 人

の プ ロ グ を意 味す る。大井 浩
一

は，メ デ ィア に お ける 「知 識 人 」

を，次 の よ うに 定 義 して い る，、つ ま り，知 識 人 と は 「あ る 程 度

多 くの 人 々 に と っ て，意味 の あ る 〔魅力 的 な）見解 や 表現 の 「内

容 」 を もち，か つ ，そ れ を 提示 す る 的確 な 「言 語 表現 能 力」 を

もつ 人 物」
［20］

で あ る 。情 報過 多 の イ ン タ
ー

ネ ッ ト世 界 に お い て ，

どの よ うな プ ロ グ （プ ロ ガー
）が 人 々 に 注 目され て い る か を考

え る と，大 井 氏 の 定 義 は 的 を得 た もの で あ る と言 え る。こ の 点

につ い て は，プ ル デ コ ．一が言 う 「権 力 の 界 〔政 治 の 界 と混 同 し

て は な ら ない ）」 にお け る様 々 な種 類 の 資本 （特 に 経 済 資本 あ

る い は 文化 資本 ） も想起 され る だ ろ う
［2Ll。

　 実 際 に ，中国 の プ ロ グ の 状 況 （どの よ うな 人0）プ ロ グ が 影響

力 が大 きい か ） に つ い て，明確 な統計デ
ー

タ は な い 。その
一
端

を み る た め に，こ こ で は丙 戊剛 も利 用 して い る 「新 浪博 客 」 の

状況 を見 て み よ う．「新浪博客」で は，「点数」（
一

般 イ ン タ
ー
ネ ッ

ト利 用 者の ア ク セ ス 同数 と推 測 す る もの ）に よ っ て ，プ ロ グ を

ラ ン キ ン グ して い る。以 卜
．
の 表 3，表 4 は ，「新 浪 博 客 」 の ラ

ン キ ン グ 上 位 プ ロ グ の 持 ち 主 の 身分 （職業）状況 （2009 年 9

月 4 円 12時 10分 時 点 ） を ま とめ た もの で あ る。
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表 3 「新浪博 客 」 の プ ロ グラ ン キ ン グ上 位 60位の 持ち主の 身分

　〔出所 lhttp ；1／blog．sina ．e〔｝m ．cUllm ！topfrankJに基づ き，筆者作 成〕

身分 （職業 〉 人 数 全体に 占める割合

株 投 資 家
・
株 市 場 分析 家 1728 ％

俳 優 ・歌 手 ・タ レ ン ト 1118 ％

作 家 ・歴 史 家 5 8％

評論 家 5 s％

ジ ャ
ー一

ナ リス ト・ア ナ ウン サー 5 8％

実業家 1 2％

映画監督 ・プロ デュサー 1 2％

lT エ ン ジ ニ ア 1 2％

不 明 1424 ％

合 計 60loo ％

表 41
一
新 浪博 客 」の プ ロ グ ラ ン キ ン グ 上 位 20 位の 具体像

（出所 ：http；〃b1og．sina ．com ．じn／1mltoptranklに 基 づ き，筆 者作成 ）

ラ ン

キ ン

グ

プ ロ グ名 ブ 卩 グ持ち 主 名 持 ち主 の 身 分
実名〔蜚名を

含熱 匿名

1 徐 小明的 Bb9 徐小 明
株 投 資 家 ・株

市」昜分析家
実名

Wu2198 一的
Blo9

Wu2198
株 投 資 家 ・株

市 場 分析 家
匿 名2

　
　

　
　

3 封 起 De 日 子 封 起 De 日子
株 投資 家 ・

株

市 場 分 析 家
匿 名

4
首 席 理 財 分析

師凱恩 期
凱 恩期

株 投 資 家 ・株
Il暢 分 析 家

匿名

5 股 市風 雲 股 市風 雲
株 投 資 家 ・株

市 場 分 析 家
匿名

6 韓 寒 韓 寒 作 家 実 名

7 老 徐 徐静
．
蕾 俳 優 実 名

8Aco5ta
一極地 陽

光
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9
壊人 也 温 柔 D6

陳 詞 濫 調
空空道人

株 投 資 家 ・株

市揚分析家
匿 名

lo
当 年 明 月 的
Blo9

当 年明月
作 家

・
歴 史 研

究 家
匿名

ll 老 沙 博 客 沙 縄農
作 家 ・経 済 ジ

ャ
ー

ナ リス ト
実 名

12 李 承 鵬 李 承 鵬
ス ポーツ ジ ヤ
ー

ナ リス ト
実名

13
淘 金 期 貨 淘 金

股海
淘金客

株 投 竇 家 ・株

市腸分析家
匿 名

14
菓 弘 一談 股 市

股 民 股 票
葉弘

株 投 資家 ・株

市場分析家
実 名

15 一
和家家

．
和家家

株 投 資 家 ・株

1
．
臼場分析 家

匿 名

16 小 四 的遊楽揚 郭敬 明 作家 実名

17
娯 眼 観潮 娯 耳

追 風
醜魚尼 莫 芸能評 論 家 匿名

18
馬 善 記 的言 論
ノ娯 楽版

馬善記 芸能 評論 家 実名

19
洪 晃 找 楽 的

Blo9
洪晃找楽 不 明 匿名

20 董 路的 Blo9 董路 ジ ャ
ー

ナ リス ト 実 名

　表 3，4 が 示 して い る の は，現 在最 も注 目 され て い る プ ロ グ

の 持ち主 の 状況で あ る 。 個 人投資家が 大量 に存在 し，株 情報 に

関 す る プ ロ グ が ラ ン キ ン グ 上位 を 占め て い る とい うこ とを除 け
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ば，俳 優 や ジ ャ
ー

ナ リス トな どの プ ロ グ が よ く注 目 さ れ て い る

こ と が分 か る 、こ の よ うな人 た ち は，も と もと テ レ ビや 新 聞 な

ど の 既存 メ デ ィ ア に登場 す る機会が多 く，しか も露 出す る時 間

が 相対的に 長い 。 そ して ，プ ロ グ の 空間 に お い て も．彼 らは 依

然 と し て 知名度 が 高 く，多 くの 人 々 に 影響 を 与 え て い る。一
方，

上 位 60 位 の なか で ，持ち土 の 身分が 不 明の プ ロ グ を，「草 の

根 プ ロ グ」 とみ なせ ば，本来 主流 と見な さ れ る 「草 の 根プ ロ グ 」

は全 体 の 24 ％ に す ぎな い 。「草 の 根プ ロ グ 」 は 無数に 存在 し て

い る が，そ の な か で 注 目され る の は ほ ん の
一
部 で あ る。こ の よ

うな，プ ロ グ空 間 に お け る
一
部の 「エ リ

ートプ ロ グ」 と 「草の

根 プ ロ グ」 の 問 の 発 信 力 の 違 い に よ っ て 生 まれ る 影響 度 の 格 差

の 拡大 に よ り，結 局 イ ン ターネ ッ ト空 間 に お い て も，既 存メ デ ィ

ア と変 わ らぬ 勢 力 図 が雄 まれ る。こ の よ うな エ リート層 に よ っ

て 作 り上 げ られ た 言 説 的支配体 制 は，中 国の プ ロ グ を考 え る際

に，危 惧 す べ き重 要 な現 象 で は ない か と思 う。こ れ も，Zheng

が 分析 した 現 段階 に お い て イ ン タ
ー

ネッ トを ベ ー
ス とす る 行為

に 限界が ある とい う指摘 と直結 し て い る 。

6．4 　ブ囗 グの 歴史的位置づ け

　 こ の よ うな 限 界が あ る とい っ て も，中国の イ ン タ
ーネ ッ トの

全 体 的 な状 況 を踏 ま えれ ば，プ ロ グ に よ っ て 政 治 的 自由主 義 が

促進 され る こ とに は違 い な い 。長期 的 に 見れ ば，そ れ は．大 き

な政 治体 制 の 転換 に な るだ ろ う。「紫 禁城 ス ターバ ッ クス 事 件 」

を通 して，プ ロ グ （個 人〉 と既 存 メ デ ィ ア （国家 ） の 聞 で 生 じ

た ズ レ が 表 面 化 して きた。こ こ で の ズ レ は ，5．1 節 で 考 察 した

表 現 上 の 違 い に留 まる もの で は な い 。 こ れ ま で 国 家の 統制 に

よ っ て 千 篇
一

律 と な っ て い た 社 会 現．象 に 関す る 言説 が ，異 な る

バ ー
ジ ョ ン で，異 な る 表現 で 現 れ た こ とは 大 きな 変化で あ る。

また ，人々 が こ の 変化 を 目 に し て 感 じ る こ とに 重要 な意味が あ

る。民 国期 の 中 国言 論状 況 を研 究 する 中村 元 哉は ，当時 の 「メ

デ ィ ア 界 は国家 に 厳 しく管 理 され，国家 と親 和 的 な 「自由 」論

を展 開す る側 面 が あ っ た もの の，他 方 で ，近 代 西 洋型 の 自出 を

実 践 しなが ら国家 に 対 抗 す る公 共 空 間 の 場 と して 機 能す る こ と

もあ っ た 」
11221

と 指摘 して い る。時 代 は 異 な るが ，現 在 の 中 国 は，

イ ン ターネ ッ トの 出現 と と もに，あ らた に国家 に対抗す る公共

空 聞の 構築 に 向け て 動き出 し て い る。プ ロ グ の 発展 も，そ の 流

れ の
一

部 と して 位置づ け ら れ る で は な い か。た だ し同 時に，「エ

リ
ートプ ロ グ」 と 「草 の 根プ ロ グ」の 格差現象の よ うに，新た

に浮 上 して くる問 題 点 に も留 意 しなけ れ ば な らな い 。

プ ロ グ で 個 人情報 を公 開 して い る。

　 本稿 の 後 半 に お い て ，主 に 「紫禁 城 ス タ
ーバ ッ ク ス 事 件 」 を

通 じて，新 興 メ デ ィ ア と して の プ ロ グ と既 存メ デ ィ ァ の 関係 を

検討 した 。 申国 1．1．r央 テ レ ビ の ア ナ ウ ン サーとい う肩 書 きを持 つ

茜 成 剛 は．自身 の プ ロ グ で 「ス ターバ ッ クス は 故 宮 か らお引 取

り願 お う」 と い う文章を発表 した 。 こ の 文章は，多 くの イ ン

タ
ーネ ッ ト利用 者の 間で ，中国伝統文化 の 保護 と外 国商業資本

との 関係 をめ ぐっ て 議 論 を惹 き起 こ した，、中国 国 内だ け で は な

く，日本や 欧 米諸外国の メ デ ィ ア もこ の 事件 を報道 した 。 外 国

メ デ ィ ァ は，茵成 剛 の 主 張 と中国政府 の姿勢が
一

致 して い る と

強調 して い る。しか し 『人民 H 報』 の 掲載 文 は 丙 成剛 の プ ロ グ

記事 を一部改 変 した もの で あ り，一致 して い る わ けで はな い 。

　筆 者 は数多 くの 中 国 プ ロ グ の 中か ら，茵 成 剛 の プ ロ グ を選 び，

事例 分 析 を行 っ た。無論，彼 の 身分 及 び 「紫 禁 城 ス ターバ ッ ク

ス ．事件 」 の 話 題 性 と い う点 か ら，木稿 に お ける 事 例 と して 選択

した 。
こ の 事例 を通 じ て，中 国 に お け る プ ロ グの 現状，そ して

既存メ デ ィ ア との 関係を検討 し た。厳 し く規制 され て い る 新聞

や テ レ ビ な ど既 存 メ デ ィ ア と異な り，プ ロ グ は
一

定の 個人 発信

機能 を も っ て い る。こ の 両 者の 闘に ズ レ が 生 じる こ とが 必 然 と

な る。しか し，プ ロ グで もメ デ ィ ア 規 制 の 影 響 を受けざる を え

ず．場合 に よ っ て，純粋 な 「個 人発 信 型 メ デ ィ ア」 まで に な っ

て い ない か も しれ ない 。また ，公 ！私 の 区別 に お ける 瞹昧 さが

顕著 と な っ てい る点 も中 国 の プ ロ グの
一

特徴 であ る、

　 刻 々 変化 して い る 中国 の イ ン タ
ー

ネ ッ ト状 況 に おい て ，プ ロ

グ 文化 の あ ら ゆ る側 面 を 見 る こ と は 難 題 で あ る 。 例 え ば，本 稿

の 最後 に も論 じた よ うに，中国 に お け る 数多くの プ ロ グ の な か

で ，民衆 に最 も注 目さ れ る の は や は り各 界の 有名人 の プ ロ グ で

ある。茵 成 剛 の よ うな テ レ ビ局 ア ナ ウ ン サ
ー，大学の 学者，有

名 な映 画監 督な どはそ の 代表で あ る。こ の よ うな 人 たち に よ っ

て 構．築 さ れ る 「エ リ
ー

ト主 導 型 プ ロ グ 空 問」 が 現代 中国 の 世 論

形 成 に大 きな影響．を与 え て い る 。こ れ まで ，国 或 い は政府 が 統

制 して い る メ デ ィ ア か ら しか 情 報 を入 手 で きなか っ た 国 民 は，

よ り広 範 囲で の 情報収集が で きる よ うにな っ た 。 しか し
一．・．・

方，

こ の よ うな 「エ リート主 導型 プ ロ グ 空 間」が
一

旦 出来上 が る と，

多 くの 人は
一

部の 「エ リ
ー

トプ ロ グ」の み に 日 を奪 わ れ，プ ロ

グ が 持つ 個人 の声 を発 する とい う本来の 機能は 忘 れ られ て し ま

う。こ の よ うな 問 題 を回 避せ ず，よ り全 面 的，具 体的 な 考察 に

よっ て 少 しずつ そ の 実態を 明らか に す る こ とが 求め られ る だ ろ

う、、今後 の 研 究課 題 と した い 。

7 ．結び

　本稿 は，中 国 に お け る プ ロ グ 文化 の 全体 的状況 及 び，プ ロ グ

と既 存 メ デ ィ ア と の 関係 を，統計 デ
ー

タ と事例 分 析 の 両 方を 通

じて 考察 した、t

　 中 国 に お い て，2002 年 以 降 普及 し始 め た プ ロ グ は 著 し く発

展 した、t　 2007 年 末 に ，中 国 の プ ロ グ利 用 者数 は，4698 ．2 万 人

に の ぼ っ た。プ ロ グ の 内容 か らみ る と，個 人 の 感情 や 日常 生活

を記 録す る もの が 多 い と は 言 え，社 会現 象な どへ の 主 張 を 表す

もの も少 な くな い 。そ して，80％ の プ ロ グ利 用 者 は，自分 の
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